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協立記念病院広報紙 

「協立記念病院」改名に寄せて ～病院長より～ 

 協立温泉病院は1983年8月に開院しました。1980年に開設された（医療法人協和会

の）急性期治療を担う協立病院の患者様の速やかな社会復帰を目指したもので、当時と

しては時代に先駆けたリハビリテーションと療養がコンセプトでした。病院名は当地平

野に温泉が湧出していたことに由来します。江戸時代には大いに賑わったという炭酸鉱

泉で、三ツ矢サイダーの発祥地としても知られております。それを利用した温泉療法は

当院の特色の一つで、スポーツ選手も来られていたとのことです。 

 その後、慢性期医療も変化しましたが、高齢化による誤嚥性肺炎に対する嚥下リハビ

リテーションも本院では早期から始めており、2014年から兵庫県の圏域のリハ支援体制

や活動事業の推進を目的とした阪神北圏域リハビリテーション支援センターとしての業

務委託を頂き、地域のリハビリテーション充実活動をしています。 

 2022年9月には協立病院と市立川西病院が川西市立総合医療センターとして生まれ変わり、医療法人協和会

が2022年に４０周年を迎えました。本院も2022年緩和ケア病棟24床が加わり機能充実しました。一方、温泉

は止まり使っていない状況です。そこでこれを契機に「協立温泉病院」も創立４０周年を迎える2023年に

「協立記念病院」に名称を変更して、医療DXが言われる新たな時代に向けて地域のニーズに対応し前進して

いこうと考えました。（病院長 近藤博史） 

答： A) 黒・白  B)①えび ②うに ③くらげ ④ひとで ⑤あざらし ⑥せいうち ⑦あしか ⑧あま 

「協立温泉病院」から「協立記念病院」に変わって ～職員より～ 

私が入職した当初は、まだまだ全国各地に「温泉病院」と名の付く歴史あるリハビリテー

ション病院がいくつもあり、私もその一つに入職出来たことを誇らしく感じたことを覚えております。私自

身は経験していませんが、開設当初は温泉プール内でリハビリテーションを行なっていたそうです。また、

「湯治」目的でご入院されていた方もいらっしゃったと聞いております。時代は変わり、温泉リハビリも湯

治もなくなりましたが、その名前から「温泉に入浴できる病院」と誤解され、入浴セットを抱えて期待に胸

を膨らませてご入院されるお風呂好きの患者様もいらっしゃいました。「温泉はもう出ないんですよ」とお

伝すると、がっかりされるお姿を見るのは辛かったことを覚えています。 

新しい病院名である「協立記念病院」からは、「温泉」の2文字は無くなりました。長年慣れ親しんできた

名前ですので寂しい気持ちもありますが、私たち職員の温かくてアットホームな「温泉魂」は無くなりませ

ん。もちろん、病院理念である「愛と信頼で築く医療」は変わりません。古き良き歴史は大切に引継ぎ、同

時に新しいことにはどんどん挑戦できるような病院となるよう職員一丸となって切磋琢磨して参りますの

で、今後とも「協立記念病院」を宜しくお願い申し上げます。 

 

職員を代表し「協立温泉病院」の思い出と未来に向けて（2001年入職 言語聴覚士） 

看板の付け

替え中 

除幕式を開催しました 
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ちょこっと頭の体操「漢字道場編」 

①海老 ②海胆  

③海月 ④海星 

⑤海豹 ⑥海象 

⑦海馬 ⑧海女 

漆 

子 

潮 暗 

卵 

状 

鳥 漂

A)□に漢字をいれると上下左右2文字の熟語になります B)どう読むでしょう？ 

＊答えは左下にあります 

緩和ケア病棟の紹介です 

 2022年9月1日に、当院5南病棟は「緩和ケア病棟」に生まれ変わりました。緩和ケア病棟とは、抗がん剤や

手術などの積極的な治療を目的とせず、がんによる辛い症状を積極的に緩和するための病棟です。医師、看

護師、薬剤師、栄養士、ソーシャルワーカー、リハビリスタッフなどの多職種と連携し、チームとして患者

様の辛さを緩和し、「その人らしく」過ごせるよう援助しています。 

 過ごしやすく快適な病室、院内でも季節を感じることが出来るよう工夫を凝らした装飾や行事など、患者

様がより良い入院生活が送れるよう職員一同力を合わせて知恵を絞っております。毎週開催されるカンファ

レンスでは、ご病状についてだけでなく、患者様のこれまでの人生や価値観、お人柄などの情報も共有しな

がら、「患者様にとっての最善は何か？」を多職種で考え意見交換をしています。 

 緩和ケア病棟を開設して、ようやく半年が経過しました。緩和ケアの経験が無い職員も多くいましたが、

日々経験者から学び、また患者様のケアを通して沢山のことを経験し、ようやく「協立記念病院」ならでは

の緩和ケア病棟の土台が出来上がりました。これからも成長し続ける緩和ケア病棟を、どうぞ宜しくお願い

申し上げます。 

カンファレン

スでは多職種

が其々の専門

的視点から患

者様の入院生

活を考えます 

季節の行事

は職員一同

全力で盛り

上げます！ 
明るく開放的

な病棟です 

広報誌の新名称を募集します！！ 「ぽっかぽか」は、「温泉」＝「あったかい」のイメージで名付け

られました。病院の名称変更に伴い、「ぽっかぽか」も生まれ変わりたいと思います。 

皆様のご意見お待ちしております。受付は言語療法科 林まで。 


